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②広島大学水畜産学部開学当初の思い出

親からもらった人生片道キップ、引き返すことのできない旅もそろそろ終着

駅が見えてきました。

思い返せば激動の一生でした。昭和４年山里に生まれて間もなく満州事変(昭

6)が勃発し、次いで日中戦争(昭12)が開戦しました。

私達は尋常高等小学校に入学、卒業は国民学校(昭１７)でした。米英対日宣戦

布告(昭１６)されて戦時体勢となり、苦しい生活のうちに中学校に入学しました-

教科の中に軍事訓練があり、二年生の時、学徒動員として呉海軍工廠で一年

間昼夜勤務で、お国のためと一生懸命に「欲しがりません勝つまでは」を合言

葉に働きました。

戦争は負戦に終わり、復学して勉強しました。同級生でありながら中学四年

で卒業するものと、五年で卒業するものに分かれました。

私は中学五年通学させてもらいましたが、一年間は営農しながらでした。学

問は進まず、進学をあきらめていたところ、幸いに高校(新制)が施行されて、

広島大学水畜産学部畜産学科に受験し合格しました。

入学時、大学に提出したものは「誓約書」と入学者心得による入学料と授業

料でした。

入学式は昭和２４年７月１８日広島高等学校講堂でした。その時提出したも

のは、入寮申込書で、私は高等学校の寮(広島市十日市町)で教養学部中は生活

しました。

広島県深安郡大津野村皿山はその名のとおり、私達のいた頃に陶器の里で「藤

本家」という陶器製造所があり、入学記念として「カブトガニ」のかたちをし

た灰皿を創ってもらい全員に配ったのです。



福山の市街地と皿山とではかなりの距離がありますが、バス便しかなくその

上便数も少なく不便でした。厳寒期や猛暑期には、私達は途中で休む所が必要

でした。現在のように大きなお店に入って休むような所はありません。

私は御門町に下宿されていた女子高等師範学校の下宿で時間待ちをさせてもら

いました。

当時学生であった畑中秀さん、天上和枝さん、浜田節子さんに大変お世話に

なり今でも感謝しています。

緑翠寮の近くに一軒の飲み屋があり、よく一杯やったものです。豪華に飲む

ときは大門町まで出かけました。ある晩一杯やった帰路に正規の道は山の麓を

通ると大回りになり、海岸を歩くと近く早く帰れるのでそこを歩いたのです。

しかしそれは自衛隊の中を通らなければなりません。学部と隊との境には「守

衛所」があり難所でした。難所にかかりほろ酔い気分で衛兵さんと「通せ」「通

さない」と問答になりそのうち眠気がさして５人とその場で眠り込んでしまっ

たのです。翌朝になり「起きなさい」と大声がする。目を覚ますと山根学部長

先生が立っておられました。あわててとび起きたのです。「帰ろう、やる者だね」

と一口言われ、あとは無言でした。その後もこの件についての話はありません

でした。

当時の先生は寛容であったと今でも頭が下がりますし、良き時代だったと思

い出す毎に感謝しています。

「緑翠寮」の名前は、初代寮長だった瀬藤君に「寮名は何にするか？」と云

われ、私がとっさに「緑翠寮だ」と答えたことにはじまります。

その理由は、私が生まれ育った故郷(三次市三良坂町灰塚)に「穴観音」を本

尊とする積翠山白鷲寺という庵を思い出し、「翠」の字を用いました。

1735年に建てられた小さな庵ですが、若い男女の悲恋物語だけが未だに伝わっ

ている廃寺なのです。辞とは「陸の色、海の色」を表す青緑色であり、翠玉の

ように「永遠なる光を放つ学部であれ」と願ったのです。
２



比
の
度
右
の
倉
が
貴

等
墾
く
害
・
る
ご
と
は

人
達
帯
で
そ
の
貧
は

窪
・
瀬
霊
斗
竜

本
籍
地

崖
豊
芙
喋
擬

永籍地・や

０蝿住飾叩

現
住
釘

麺ら
弓

立

鰯
燕
三
年
土
月
二
や
尋
往

大
学
に
入
婆
の
篭
す
き
受
け
炎
し
た
に
つ
い
て
ば
詫
胤
則

勿
論
丘
器
″
中
一
旦
童
に
闘
寸
６
審
-
僻
に
（
・
い
て
感
卒
人
誕

を
曇
ｏ
表
す
こ
と
を
連
署
迩
典
て
誓
約
印
二
ま
す

約

書
水時霜

現住
蔚務取扱》棒邦枚殿

係

蓋

係
藷 日

飾 北
息
続
帆
交
皇

ヘ

縦
摘
家
令
、。

方惟伺催
氏
歩

侭

急

係命
読;島印6ド

ｎ．一宮●Ｕ



一
、
進
学
適
性
検
査
受
験
票

帰
納
の
入
学
料
及
び
授
業
料
は
一
切
返
還
な
し

二
、
入
畢
式

一
、
誓
約
書

入
畢
許
可
を
受
け
た
者
は
、
七
月
十
一
日
（
月
）
迄
に
本
畢
部
皆
実
分
校
（
広
島
市

皆
実
町
三
丁
目
広
島
高
等
畢
高
内
）
教
務
課
へ
左
記
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。
期
日

迄
に
こ
の
手
続
き
を
終
え
な
い
も
の
は
入
墨
許
可
を
取
消
す
。

一
、
入
学
料
金
四
百
円

入
畢
手
続

一
、
授
業
料
前
期
分
（
七
、
八
、
乃
月
分
）
金
九
百
円

但
し
大
畢
溌
科
、
専
門
部
そ
の
他
の
直
轄
畢
校
在
学
者
で
、
そ
の
畢
高
の

授
業
料
を
既
に
納
付
し
て
ゐ
る
者
は
、
差
額
を
納
付
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の

場
合
は
前
の
畢
校
で
発
行
し
た
授
業
料
の
領
収
証
ま
た
は
納
付
証
明
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
月
十
八
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
広
島
高
等
畢
高
講
堂
に
於
て
入
皐
式
を
挙
行
す
-

る
。
入
畢
者
は
午
前
九
時
三
十
分
迄
に
出
校
す
る
こ
と
。

式
後
、
教
養
学
科
目
の
種
類
、
課
程
、
墨
科
目
の
選
揮
等
に
関
し
て
注
意
を
興
え
る
。
一

入

皐

者

心

得

■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ， ● Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ Ｇ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● 二 ●

一一一一、一四、 ﾛ■■

入
畢
許
可
取
消
願

止
む
を
得
な
い
事
由
に
依
り
、
又
は
他
校
へ
入
墨
の
為
、
本
畢
へ
入
畢
が
出
来
な
く

な
り
、
入
畢
を
取
消
す
場
合
は
、
七
月
十
一
日
迄
に
必
着
す
る
様
に
皆
実
分
校
教
務
課

へ
、
入
畢
取
消
願
を
願
ひ
出
る
こ
と
。

育
英
曾

引
き
続
き
育
英
曾
奨
学
金
を
受
け
る
者
は
、
「
奨
学
生
大
畢
入
畢
届
」
を
一
週
間
以
内

に
皆
実
分
校
生
徒
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

昭
和
廿
四
年
六
月
廿
五
日

庸

島

大

皐

４



学部創設から四半世紀［昭和２４年から４９年まで］
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水畜産学部設置と草創期の学部
[学部の創設
昭和２２年４月に広島青年師範学校が高田郡吉田町から福山市沖野上町の旧兵営跡

へ移転するに際して、福山農産科大学設置が構想された。それが変容して、水産、畜
産行に関する教育、研究、地方産業の育成を図る目的で水畜産学部の設置が企画され
たと広島大学２５周年史部局史に述べられている。昭和２４年５月３１日に広島大学が
設置され、水畜産学部が設置された。瀬戸内は沿岸漁業が盛んで、また、中国地方は
古来、和牛の生産地ということで、人材の育成が期待されたと考えられる。
学部長事務取り扱に理学部藤原武夫教授が６月２８日付で命ぜられ、初代学部長月
として、元台北帝大教授山根甚信が７月２６日付で発令された。また、第１回の入学
試験が６月１５～１７日に実施され、７月１８日に第１回の入学宣誓式が行われた。
発足当時は、水産学科７講座（漁業学第１・漁業学第２・水産海洋学・水産動物学一

水産植物学・水産化学・水産資源および増殖学：教官定員：教授７，助教授９，講師３，
助手２）と、畜産学科７講座（畜産学第１・畜産学第２・畜産製造学・農業経営
学・獣医学・農学第１・農学第２：教官定員：教授７、助教授８、講師４，助手３）で
あった。講座という名称を使っていたが、正規には学科目制であった。
本学部は、沖野上町（現在緑町）の旧軍施設跡に創設されたが、昭和２４年１１月に

は農学関係の一部を残して、大津野村（現在鋼管）の駐留濠軍施設跡に移転した。
大津野キャンパスは広すぎるため、西側に校舎・教官宿舎・学生寮・運動場・深安実
験牧場などが、また東側に警察予備隊（後に自衛隊病院）が入っていた。海を眼前
にして素敵な環境であったが、この頃は教官研究費が少なく、寄付金を集めたり、器
具を手作りするなど苦難の時代であった。

５



学部が同一キャンパスに終結することの必要性が痛感され、昭和３１年ころから推
進をはかったが、困難な問題があり実現が困難であった。日本鋼管の進出などがあり、
昭和３９年４月に再び沖野上町に帰ることができ集結がかなった。

弓↑》
教官研究室

大津野キャンパスの配置図

海からの大津野キャンパス
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[水産学科の変遷］
水産学科は、当初は、水産学に関する広範囲な知識を習得させるとともに、実施に

役立つ研究者、技術者の養成を目指して、実験、実習を重視した。発足当時の７講座
については上記している。水産の産業形態が漁携・養殖・製造の３分野に大別された
ことら、Ａコース（物理的実験に基礎を置く：漁携、機械思考のもの)、Ｂコース（生
物的実験に基礎を置く：水産資源、増殖思考のもの)、ｃコース（化学的実験に基礎
を置く：水産化学、製造指向のもの）という志望コース制を選ばせた。
Ａコースは、漁業学第１、漁業学第２、水産海洋学が、Ｂコースは、水産動物学、水
産植物学、水産資源および増殖学が、またｃコースは、水産化学講座が主として責任
を分担して行った。分担講座数の不均等から、水産化学講座に教授１，助教授３，講
師１を配することにして教育に当たった。
昭和３８年４月に漁業学第１を漁業学、漁業学第２を水産物理学に改称した。食品

工業化学科の新設により、研究･教育の重点を、水産生物の増養殖におくことにした。
７講座は、漁業学、水産物理化学、水産環境学、水産動物学、水産植物学、水産増殖
学、水産化学に改組された。食品工業化学科への教官の移動も起こった。
その後、昭和４６年に水産物理化学も食品物理化学と
して食品工業化学科に移された。
一方、昭和３６年水産学専攻科が設置され、これは、

昭和４３年に大学院修士課程の新設により、農学研究
科水産学専攻となった。
付属施設としては、付属水産実験所、研究・実習用船
舶、水族飼育設備、水産製造実験実習工場があった。
[畜産学科の変遷］

蟻藻
藤慰

畜産学科は、当初は、有畜農業に対応する教育を指向していた。発足当時の７講座
については上記している。学部設立後10年を経過してくると、経済成長の影響で畜
産業が有畜農業的副業型から、多頭飼育の専業経営型へと移行し始めた。それに伴な
って､昭和３７年に有畜農業的なものから畜産プロパー的科目に授業科目が改正され、
講座名も大幅に改正が行われた。畜産学第１は家畜繁殖学、畜産学第２は家畜学、獣
医学は家畜衛生学、農業経済学（昭和２６年に農業経営学を改称）は畜産経済学、農
学第１は飼料作物学、農学第２は畜産化学に改称し、畜産製造学のみが従来通りであ
った。
昭和４１年に食品工業化学科の新設により畜産製造学を新学科に移すことになり、

教官の移動も起こった。残る６講座で、家畜繁殖学は家畜育種・繁殖学、家畜学は家
畜管理学、家畜衛生学は家畜解剖生理・衛生学、畜産化学は家畜飼養学、飼料作物学
は草地学に改称し、畜産経済学が従来通りであった。
一方、既述の水産学科と同様に、昭和３６年に畜産学専攻科が設置され、これは昭

和４３年に農学研究科畜産学専攻となった。
付属施設としては、発足当時には、川口農場、大津野実験牧場、加茂牧場とあり分

散していた。福山移転後は結集し、御幸の付属農場とキャンパス内の実験動物舎、精



密圃場となり、畜産製造実習工場があった。（久保田清）

［ 水 畜 産 学 部 胎 動 期 回 想 ］ 江 草 周 三 （ 旧 教 官 ）

福山市在の国立広島青年師範学校を母体として新制広島大学に水産学科と畜産学
科から成る水畜産学部を造る話が進んでいる。水産学の専門家として、君、行き給え
と東大の恩師と言われた。当時私は大学院５年終了間際の２８歳の若輩であったが、
恩師の紹介状を懐に知人ひとりいない福山青師にやって来た。昭和２３年８月のこと
である。来てみて驚いたのは校舎で、市街の大半が戦争末期の空襲で灰燈に帰したな
か、不思議に残った第何師団何聯隊かの古ぼけた兵舎であった。
８月１２日付け２級職講師の事例を受け、何が何だか分からないまま忙しい毎日が始
まった。当時、水畜産学部創設の中心となって動いていたのは広島文理科大学理学部
の藤原教授で、来福された同教授を中心に野尻青年師範学校長、一二の有力青師教授
そして私も加えられ、進学部創設準備についての会議が夕方からしばし行われた。水
産の教育と研究について具申すること、必要な図書その他を入手することが私の責務
であった。
青年師範学校には水産科という一クラスがあり20何人かの生徒がいた。彼らを対

象とする水産概論や海洋学など、加えて英語の授業も受持たされた。すべて初めての
ことで準備を含め大わらわであった。生徒は歳が私と十も違わず友達のようなもので、
大学創設向けの私の雑用など喜んで手伝ってくれた。そうこうするうちに先輩の榎並
さん（後に水産動物学助教授）そして大先輩の西田さん(後に水産海洋学教授）が
来任された。私の仕事は余り減らなかったが気持ちは随分楽になった。大学設置と青
師廃止が決まり、昭和２４年春水畜産学部の入試が福山で行われることになった。優
先入学の期待が外れ、水産科の生徒にも入試が課せられた。受験しなかった者がいた
し、不合格になった者も少なからず出た。まことに残念であった。
やがて水畜産学部は福山市郊外大津野の海岸造成地の元駐留濠軍施設の木造なが
ら良く出来た建物に移った。山根初代学部長、また新任教官が続続と来任され、研究
室も整備されていった。そして昭和２５年秋水畜産学部一回生が広島市での教養課程
を終えて進学してきてようやく大学の体をなすに至った。この辺りのことは別の方が
書きたることと思う。

食品工業化学科の設置
学部創設後１０年がたった昭和３５年ころから学部内に１学科を増設して、学部の発展
を図ろうとする動きが起こり始めた。昭和３６年度に、理工系重視の社会情勢を考慮
して、食品工学科の増設を立案し、文部省の見解を打診したが、認められなかった。
昭和３９年に構想を改め、既存学科の中の２次産業に対する教育を中心、すなわち食
品製造加工に関した分野を中心に食品工業化学科の新設を申請することにした。昭和
３９年には実現しなかったが、昭和40年には、進学志望者増大対策が行われたのに乗
り、学生定員３０名の５講座（畜産食品製造学、水産食品製造学、食品化学、食品分
析学、食品衛生学）が認可され、昭和４１年度より発足することになった。昭和４１
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年に畜産食品製造学が畜産学科の畜産製造学の振替とされた以外は新規であった。
昭和４４年度を完成年度として、次年進行（昭和４２年に水産食品製造学、食品化学、
昭和４３年に、食品分析学、昭和４４年に食品衛生学）により５講座が整備された。
昭和４６年には、水産学科から水産物理化学が食品物理学となって移管され、６講座の
学科となった。この間に、昭和４５年に急速に発展する食品工業界の要請に応えて食
品分析を食品化学工学に改変し、食品分析に関する授業科目の内容は関連する講座で
分担することにした。
一方、大学院は、第１期生の卒業時に合わせて開設できるように申請が行われ、昭

和４５年に食品工業化学専攻として設置された。
付属施設としては、食品製造実験実習工場、工作室ができた。

［食品工業化学科の増設をめぐって］橋本秀夫（旧教官）

昭和２４年、新制広島大学の１学部として創設された水畜産学部は、水産と畜産の
わずか２学科であり、農学系としては全国一のミニ学部として長い間過ごしてきた。
その水畜産学部は海と陸という専門分野のかけ離れた学科で構成されていたために、
何かにつけて、お互いに張り合っていた。別の言葉で少しオーバーに表現すると、犬
猿の仲ということである。このような状態の中で、時代は大学でも理工系の拡大ブー
ムか起きてきたことも有って、農学部の改組、拡充問題が論議されるようになった。
昭和３６年５月から、学科増設専門委員会が活動し始め、３７年度から概算要求を提

出するようになるが、一方では大学院新制の機運も起きていたために学部としては、
併願するか、どちらを優先するかで会議は紛糾した。従って申請したり、しなかった
り文部省に通ったが大蔵省段階で落ちたりと、昭和４１年の増設までには幾多の変遷
があった。
新しい学科の分野や名称などを巡って議論された点は、以下のようなものである。
１．農学系の学部でありながら農業の基本となる農作物関係の学科が無いので、農

学科をつくろう。２．農学部の学科として一番多い農芸化学はどうか。３．同じような
理由で、農業工学にしよう。このような議論の末に、たどりついたのが食品製造関係
の学科案であった。既に農芸化学科を持っている他大学では関連する食品系の学科増
設を計画していた。そこで学部は欠けている農芸化学の分野も少しばかり取り入れた
食品系の学科で、しかも水畜両両学科の製造学部門を基本とする案が提示され、両学
科とも了承された。
説明の要点は両学科の発展となり、しかも両者が関係する動物性タンパク食品を中

心とした製造学科とすることであった。しかしながら、もうひとつ陰で話されていた
のは、新しい学科が両学科の緩衝的役割を果たす学科になることへの大きな期待であ
った。
何しろ、それまで両学科は何事も平等、バランスセオリーしいう考えが基本となっ

ていた。例えば学部長は両学科から交代で選出するとか、評議員は学科主任を候補者
とすることなどである。それが第３学科の出現によってバランスが崩れ、すべてが選
挙で選出されることとなった。一方では大学紛争も起こり始めていたこともあって、
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新学科の増設は我が学部の歴史、民主化にとって、極めて重要な意識改革をもたらす
切っ掛けともなった。
学科の名称は食糧化学科として申請したこともあったが、農学系でも工学の名を冠

する方が有利であるということになり、最終的には食品工業化学科となった。国立の
農学部で同じような食品系の学科が増設されたのは、東北大、九大、名大、香川大で
あり、水産学部では北大、東水大、長崎大、鹿児島大には設置されていた。また、他
の農学部では農芸化学科の組織充実のために設立されたものが多い中で、我が学部の
食品工業化学科は動物性タンパク食品が主要な対象であり、しかも、食品化学工学、
食品衛生学、食品物理化学という新しい講座を取り入れたのが他大学とは大いに異な
る特徴であった。一方、微生物利用学（発酵）関係は工学部に発酵工学科があるので、
この分野は重複しないようにというのが暗黙の了承事項となっていた。
その食品工業化学科も水畜産学部から生物生産学部への改組に伴って食品系とな
り、さらに現在の食資源機能学コース、微生物の関与が深い分子細胞機能学コースと
して発展してきたのは、これも新しい時代の変化、流れというものであろう。

鶴

海 岸 か ら の 大 津 野 キ ャ ン パ ス

大 津 野 キ ャンパ ス の 正 門 昭和２４年(1949)１１月４日水畜産学部が深安
郡大津野村皿山に設立
昭和３９年(1964)４月１日水畜産学部は福山
市大門町から福山市沖野上町へ移転
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学生生活と課外活動
本学部の学生生活は、深安郡大津野村皿山（現在福山市鋼管町)、福山市沖野上町
(現在緑町)および現在の東広島市の３キャンバスを中心に営まれてきた。

皿山キャンパス時代（昭和２５年～３９年３月）

|開学当初
水畜産学部と称していた本学部の学生生活の記録は、第一期生が教養課程を終えて

進学した２５年１０月に始まる。同年１１月７日に教育学部福山分校で森戸学長、県知
事らの参列のもと開学式が行われ、続いて開学記念祭として講演会・音楽会が催され
た。本学部は公開され、８日に校内競技会、９日に運動会、バザーなどが行われた。
本学部は新設学部であったため、この時には、学寮以外の福利厚生施設や自治会組

織・課外活動団体などは、皆無であった。しかし第一期生とそれに続く開学当初の学
生は、神学部の伝統の基礎作りに積極的に行動した。
このころの様子を村上豊助教授（元学部長）は以下のように述べている。
「・・・・かっては学部唯一の車であった小型トラックで福山駅から引野街道を皿山
まで運ばれてから既に十三年目になる。・・・学部創設時のことばかりがいやに鮮明
に浮かんでくるのも歳のせいか。警察予備隊（今の自衛隊）も来ていなかったから、
いわゆる三十八度線もなく、従って今の自衛隊の敷地にも自由に出入りできた・・・
練習船豊潮丸も|日海軍の駆潜艇の姿のままで、今の自衛隊の桟橋に係留されていた。
夕方は六時になるとバスはなくなり、よく福山から歩いて帰ったものだ。まもなく第
一回の学生諸君が広島から戻り、時を同じくして隣に自衛隊も入ってきた。・・・助

教授の第一の仕事は学生の実験設備を整えることであった。学生諸君と一緒に縁の下
にもぐり、水道管を敷いたり、馴れぬ手つきで電気の配線に精を出したことか思い出
される。一、二、三回生ぐらいまでは、コースの如何に関わらず、どの学生諸君の顔
も実によく憶えているのは不思議な気がする。何か新しいものができるような、又作
り出そうという気持ちも強かった。・・・十年前の第一回学内野球大会で水産の教官
軍シャークスが、学生軍ドルフィンズとたたかって優勝したことは特筆すべきことで
あろう。
果たして今、この頃のスタミナが
自分にあるのかいささか危うい
気もする。・・・往時の学生諸君
の軒昂たる意気を思うとき、現在
の学生諸子に果たして同様の或
いはこれ以上の理想と勇気あり
や否や、あえて問う。。。」
(学友会誌「緑翠」創刊号）

軟式野球大会後(水産学科の学生・教官、昭和２局
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|授業｜
二つの牧場昭和２７年に化学系講座が、３１年には獣医学講座が沖野上町(現在緑
町)キャンパス（当時は「教場」と言った）内の旧兵舎改築校舎等に移転し、この年
から同キャンパス内の煉瓦作りの旧軍施設を改修した建物で、水畜両製造関係の実習
が行われた。このため学生は、日によってどちらかのキャンパスに通学していた。両
キャンパスとも講義室は木造であったため媛房がなく、冬には学生は講義の合間にス
トーブのある図書室で暖をとった。
水産学科漁業学第一（３８年から漁業学）・同第二（３８年から水産物理学）・水産
海洋学の三講座が主に担当するＡコース、水産動物学・同植物学・同資源および増殖
学の三講座が主に担当するＢコース、水産化学講座が主に担当するＣコースに分かれ
ていた。（４２年度まで)。これら３コースに共通して乗船実習があったが、Ａコース
には漁業学実習があり豊潮丸に乗ることが多かった。豊潮丸は初代が７９総トン(２9
年 に 改 造 さ れ １ ０ ２ ト ン ） 二 代 目 で も
８１総トンで、コース別の実習でも狭かった。学
部開設当初から蓑島に実験所があり、３４年に蓑
島浅海干潟実験所となり、３６年には熊野淡水生
物実験所が、３７年には仙酔島に鞘臨界実験所が
開設され、主にＢコースの学生が実習した。Ｃ
コースの学生は沖野上キャンパスの地形が多か
った。 初 代 豊 潮 丸った。

畜産学科農場も、少数の乳牛・緬羊・豚・家鴨等を飼育し日常的な畜産学に関す
る実習の場であった皿山キャンパス内の深安実験牧場、作物学を中心とする農学の実
習を行った川口農場、および賀茂郡八本松村（現在東広島市八本松）にあって乳加工
を含む一貫した酪農経営の実習が行われた加茂牧場の三カ所に分かれていた。加茂牧
場での実習は夏に集中で行われた。学部の緑
町への移転に先立ち、３７年に深安実験牧場が
廃止され､３８年１２月に御幸農場が完成するま
で、家畜に関する実習に不便であった。３８年
にはスクールバスが導入され、
水産学科生の蓑島・熊野・鞘の三実験所や畜
産学科生の御幸農場での実習への移動が便利
になった。

深 安 実 験 牧 場

川 口 農 場侭轄

；
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|課外活動｜
皿山キャンパスには、課外活動施設はほとんどなかったが、教職員と学生の軟式庭

球や軟式野球の交換試合がしばしば行われた。また、市の中心から遠く周囲に娯楽施
設に乏しいため、寮での麻雀・卓球・囲碁などが行われた。
この時代の終わりの本部学生のアルバイトは家庭教師や、塾の講師など希望すれば

できた。就職も大学院や専攻科への進学者を除いて100%であった。
寮この時代、自宅通学以外のほとんどの学生は、進駐濠州軍の下士官兵舎と集会
所を改修した寮に入っていた。この寮は１００名の学生を収容し、二人部屋で、食堂・
集会所があり、トイレは様式という当時としては良好な寮であった。２５年１０月には
学寮自治会が結成され、３１年に緑翠寮と命名された。

畷瀞憾、蝋蝋

識
這

画

云含ニュー

難藤霜ｉ

鱗-＆ｉ＝

蝉 覇 澱 曜溝ｻ
鐙

蕊冨

食堂と集会所緑 翠 寮 居 室

|学友会’
２５年１２月には水畜産学部学友会が結成され、３１年には機関紙「学友会紙」を創刊し
たが続かなかった。広島県警が広大生にスパイを強要したことに抗議する全学集会に
あわせて学友会は３３年６月に事業を放棄して学生大会を開き、県警本部に抗議文を
送った。また、３５年６月には安保改定に反対する抗議集会を教育学部福山分校学友会
と共催で開き、初のデモ行進を行った。３８年３月には学友会誌「緑翠」が再創刊され
１４号（５１年３月発行)まで続いた。
サークル30年には学友会文化部・同運動部として数部が届けられていたほか、
福山生物学会・農業問題研究会が活動していた。この時代の終わりには、学友会の傘
下に書道同好会・囲碁・空手・山岳・柔道・ヨットなどの各サークルが活動していた。
行事学友会の行事の一つは「開学記念行事」で、学部公開や学外展示などを催し
ていた。３３年から教育学部福山分校学友会との共催で、広島大学東部大学祭として続
いた。
学部が緑町キャンパスに終結する直前の３８年１２月第一回フェニックス駅伝が、東

千田キャンパスと宮島口を往復するコースで行われ、わずか一週間の練習で参加した
が、１０位であった。
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藤井俊策先生の遺稿

水畜産学部発足
水畜産学部は昭和２４年５月３１日、広島大学の１学部として誕生した。６月１日に第
１期生の入学式が、広島大学皆実分光(教養部）で行われた｡入学生は水産学科１９名、
畜産学科１９名、計３８名であった。入学生が少なかったのは、新設学部であって、一
般に理解が足らなかったことや、戦後の経済的貧困の為であった。
入学生は青年師範学校、旧制高校から転入生、復員学徒らと多彩な顔触れであった。
したがって、学生群は個‘性、年令、経歴、能力の違う者の垂直的に分散する集団であ
った。現在のように同一年齢で、偏差値で管理された同一能力、無感動‘性の画一集団
とは全く異なっていた。私は畜産学科第１期生のチューターであって、学生と常に接
触し、苦楽を共にした。
学部のキャンパスは、福山市から東方６ kmぐらい離れた深安郡大津野村津之下（通

称皿山）の進駐濠軍の兵舎跡に設けられた。戦時中は香川県の託間海軍航空隊の分遣
隊（水上機）であった。何分、兵舎跡であったから、広島の教養課程を終えて帰学す
る学生達を受け入れるために兵舎を教室、実験室に改造せねばならない。教官の研究
室も同様であった。
予算獲得の為に、学部長山根甚信教授（元台湾大学理農学部長）は交通事情の悪い

最中、東奔西走された。また共感を集めねばならない。それには宿舎を準備せねばら
ねぃじつ

なない。学部長は寧日の無い日を続けられた。
教官も一体となり、水道の配管、電機工事等建設労務者顔負けの仕事をした。学部

初期の学生達はみんなこの様な苦労をした。レールの上を走るのは簡単であるが、レ
ールを敷くのは大変である。学生諸君は何一つ不平を言わなかった。新学部の創建の

情熱に燃えていたのである。
学生の寄宿舎は、豪軍時代の下士官宿舎が利用された。なかなか立派な設備であっ

た。教官宿舎には将校宿舎が利用された。中央の廊下を挟んで並んだ個室を、仕切り
壁を除いて拡げ、各世帯に割り当てられた。便所や風呂は共用で、いわば共同住宅で
あった。この宿舎に９世帯が入居した。今から考えると懐かしい生活であった。
創設時のカリキュラムは別で述べられたので、割愛する。

助手であった私は、本来講義をすることはできないのであるが、そんなことには構っ
てはおられない。私は、家畜解剖関係の科目を担任した。２６年３月には講師に昇任し
たから、公然と講義を行うことができた。当時の私の授業負担は週６日間のうち、昌
日間の午前の講義、３日間の午後の実習といった過密振りであった。いつも修行に追
われて、研究などできる余裕は全くなかった。
解剖実習には馬を使用していたので、午後の実習が終わるのは夜の７時～８時であ

った。学生諸君は不平も言わずに、握り飯を頬張りながら実習したものであった。私
のハードな教育は、軍隊教育の影響があったことは、否定できない。後年、卒業生の
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集会などで、学生時代で思い出に残った者は、解剖実習であったと等しく述懐するの
であった。
チューターは学生との接点に立って、学生の相談役にならねばならない。当時は厳
しい就職難の時代であって、卒業時に就職の決まっているのは、むしろ例外的であっ
た。水畜産学部という聞きなれぬ学部名と、新設学部であるので、一般の理解が乏し
かった。そこで就職依頼を兼ねて学部のPRに努めたものであった。
昭和２５年の挑戦動乱の勃発とともに、警察予備隊が発足し、キャンパスの半分は

警察予備隊の方に割譲し、有刺鉄線で仕切られた。この境界線を学生達は３８度線と
呼び、鉄条網越に隊員との間に口論が繰り返されたこともあった。
今から考えると、この創草期は私にとっては一人立ちする苦闘期でもあり、学生たち
にとっても思い出多い時期であったと想う。学部創設期の学生達は社会に出て格別に
目覚ましい活躍をしているのを見るにつけ、真の人間教育は、満ち足りた恵まれた教
育環境よりも、むしろ貧弱で苦悩を伴う環境の方がよいのではないかとさえ思う。

緑 翠 会 に 寄 せ て

私はこの４月１日、水畜産学部に深い愛着と感慨をもってキャンパスを去りました。
深い感慨と申すのは、私にとってこの学部は学部創設以来の勉強の場所であり、学生
諸君と語り合った場所であるからです。と同時に奇しくも水畜産学部の最後の卒業生
と一緒に卒業したからです。
振り返ってみますと、水畜産学部は昭和２４年に発足し、昭和２８年に第１回の卒業

生を送り出しています。したがって今年の学部最後の卒業生は第３０回卒業生となり
ます。水畜産学部は３０年の歴史を持って幕を閉じ、生物生産学部へと発展的に消滅
したといえましょう。
この学部３０年の歴史は期間的には決して永いとは申せませんが、語るにはあまり

にも多くの歩みを続けました。なかでも、緑翠会の皆様を語らずしては、学部の歴史
は語り得ません。何故なら会員の皆様は学部の構成員の一翼を担って学部とともに歩
んできたからです。
学部のこの短い歴史にもかふわらず、水・畜・食あわせて約１５００名の会員が、少

なくとも学部に足跡を残しています。個々人の足跡はたとえ微かで、瞬時的であって
も、学風の形成に凝集し、学部の発展に関与しています。
水畜産の学風はなんといっても緑翠精神と申せましょう。緑翠精神は一般に高く評

価されている通り堅実性と積極性にあると思います。緑翠精神は「緑翠会」の緑翠と
いう言葉で象徴され、培養されたと思います。私は水畜産学部同窓会と言わず、あえ
て緑翠会と呼称した点に意義をかんじます。緑翠という語感は印象的で、新鮮で若々
しい萌え出るバイタリティを想起させます。まさに若い水畜産学部にふさわしい言葉
と思います。
角田教授によると、同窓会を緑翠会と呼ぶようにしたのは昭和４０年からだそうで

すが、語源はずっと古く学部の草創期に遡るようです。創立初期の学生諸君の大半は
寮生活を行い、寮名が緑翠寮でした。寮生諸君がいかにしてこの寮名を選んだかは知
る由もありませんが、少なくとも多感な寮生諸君が新しい学風の礎石を創るという気
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概に燃えて、このような躍動的な言葉が生まれたことでしょう。後に緑翠という言葉
は学友会誌の「緑翠｣、同窓会の「緑翠会｣、広島大学駅伝の水畜産学部の「緑翠チー
ム」と定着し、緑翠精神が継承されています。
広島大学の森戸初代学長は「海青山翠」という揮裏を若い水畜産学部に贈りました。

おそらく学長が初めて皿山のキャンパスを訪れた際、目の前の瀬戸内海の青と背後に
迫る山の翠から、とっさに選んで学部の前途を祝したのでしょう。
ご承知のように、水畜産学部は戦後の疲労困侭の時代に水・畜の２科からなるユニ

ークな学部とし一先ずは発足したもの》その後は意外と苦難の道を歩みました。それ
にも屈せず緑翠精神をもって成長し、発展を続け、後に食品工業化学科を創り３科編
成とし、さらに生物生産学部へと発展しました。
その苦悩の一つは度重なる学部のキャンパスの移転に示されます。キャンパスは先

ずは福山市沖野上町から深安郡大津野村皿山（後に深安郡大門町となる）へ移り、
再び福山市沖野上町還えり、三転しました。このような障害にもかふわらず、その都
度脱皮してまいりました。
緑翠精神の伝統は、学部３０年の歴史の前半のいわゆる皿山時代に形成されたもの

であり、これが後半の福山時代へと継承されました。
福山の地で緑翠会のクラス会がしばし開かれていますが、皿山時代の学生は必ずと

いっていいほど曾遊の地を訪れています。それは単なる感傷ではなく、その地が緑翠
の情熱を睦らせてくれることを期待するからでしょう。しかしそこは無残にも変貌し、
昔を偲ぶ姿は何もなくなっています。学部が東広島に移転した暁には、福山のキャン
パスも同様の運命を辿るかも知れません。

鰹
『1,雲麺

、狸

̅ へ 、 ．

盛M溌遡

蕊蕊鱈患Ｉ ' 零 ． ．L 雷

蕊卿
解 剖 実 習解 剖 実 験 台

1６



福 山 教 場 正 門 福 山 教 場
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[おわりに］

私は昭和２４年７月に広島大学水畜産学部に入学し、昭
和３７年３月に退官しました。１３年間Ⅲ山・福山のキャ
ンパスで先生や後輩と苦楽を共にし、私の人生の中で一
番充実した期間でありました。

司

謬
その後､蒜山の岡山県立酪農大学の助教授として勤務していた昭和４０
年８月３日、現天皇陛下が皇太子時代に「子宮内における仔牛の発育
について｣、を実物の標本でご進講させていただいたことがあります。
殿下から「早い頃から手や足がはっきりわかるものですネ」とお言葉
をいただきました。又、昭和４２年４月には、昭和天皇・皇后両陛下
行幸啓示時の際、「ジャージー種牛」の鼻先を持って、天覧頂く機会
を得ました。当時、岡山の池田家に皇室から厚子さまが嫁がれた関係
で、皇室の人々が岡山に来られる度に蒜山の広大な景色を観に来られ
ていたからです。よき思い出の一時もありました。
それからは、多くの人にご指導とご厚情をいただき、感謝しながら

の生活です。
「穴観音」を本尊とする積翠山白鷲寺の
里で生まれた私は、日本百観音巡礼(西国
三十三所、坂東三十三箇所、秩父三十四
箇所の巡拝総合した日本を代表する１００
の観音)と普陀落渡海を終え､龍水山松笠
観音(広島市戸坂)のもとに観音力にすが
って送りたいと考えています。ザつＬ這りノ c v ， こ ″ 弓 バ - ^ V ， エ ツｏ 松笠観音寺
あなたの本籍地は？と尋ねられたら、それは灰塚ダムの湖底です。
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